




３ 環境回復・地域再生・環境創造に関する情報の収集・発信 

① 環境回復・地域再生・環境創造に関する情報の共有機会の創出【福島県】 

・大学や研究機関、非営利団体（NPO（以下「NPO」という。）)、各県機関等の取組状況

や成果等を共有する機会を創出するための環境創造シンポジウムを開催した。 

② 環境回復・地域再生・環境創造に関する情報発信【福島県・NIES】 

・ウェブサイトの掲載情報について、英語版ページを拡充するなどの充実を図った。

［再掲］（https://www.fukushima-kankyosozo.jp）

・本県の環境回復・地域再生・環境創造等について、県内高校生によるプレゼンテーシ

ョン大会を開催するとともに、大会の様子等を首都圏におけるテレビ放送など様々な

メディアにより県内外に広く発信した。 

・NIESでは、下記のとおり、自治体主催または自治体と共催するワークショップ等を通

して情報発信に取り組んだ。 

「福島再生・未来志向プロジェクトシンポジウム～いっしょに考える「福島、その先

の環境へ。」～」を双葉町にて環境省とともに主催し、環境省が福島県と締結した協定

の下、「未来志向の環境施策」の推進に向けて県内の企業・団体等にもその趣旨を広く

周知し、未来志向の環境施策の推進に関する情報発信を行った。パネルディスカッショ

ンでは、復興とともに進める地球温暖化対策について議論した。 

③ 除染活動を支援する情報の発信 【JAEA】 

・福島県と協力して、川俣町の除染後の空間線量率の予測解析を実施するとともに、定

期的に線量測定を実施し、解析結果を検証。結果を川俣町に報告した。 

４ 交流棟「コミュタン福島」における取組 

ウィズコロナに対応しながら、以下の取組を実施した。 

  なお、コロナ禍において、県外等との移動を伴う誘致活動や視察受入、県民等との対話・

交流を伴う活動、大規模なイベントについては、休止や縮小をせざるを得なかった。 

① 県民等のニーズを踏まえた交流棟における情報発信【福島県・NIES】 

・社会情勢や県民ニーズを踏まえ、交流棟展示や案内スタッフの知識のアップデートを

行いながら、交流棟の運営を行った。 

・環境問題や科学に対する子どもたちの興味・関心を高めるため、感染防止対策を徹底

しながら、イベントを開催した。（８月、９月、10月、11 月、３月） 

・ウィズコロナに対応し、交流棟における情報について、オンラインで発信するウェブ

コンテンツ「おうち deコミュタン」を制作し、公開を開始した。 

 （https://www.com-fukushima.jp/uchi/） 

・NIES では、「福島プロジェクションマッピング ３Ｄふくしま」を交流棟・探るラボ

に設置した。（http://www.nies.go.jp/fukushima/3D/index.html） 

・海外からの来館者に対応するため、あゆみシアターのナレーションの多言語化を行っ

た。 

・県民等のニーズを把握するため、東日本大震災・原子力災害伝承館やリプルンふくしま

の運営スタッフと運営状況等についての情報共有を行った。 
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② 世界的な環境問題に関する転換を踏まえた学習プログラムの整備【福島県】 

・デジタル地球儀「触れる地球」を活用した持続可能な開発目標（SDGs（以下「SDGs」

という。）や地球温暖化に関する学習プログラムを開発し、来館者へ提供した。 

・NIES の開発コンテンツ「３Ｄふくしま」を交流棟展示室に整備し、地球温暖化等に関

する学習プログラムの提供を行った。  

③ 県内外からの交流棟来館促進【福島県】 

・県教育委員会と連携し、教育事務所主催の校長会議等において、学校団体による交流

棟活用促進に向けた PR活動を行った。 

・県内のイベントにおけるブース出展により PR活動を行った。 

・県内小学校団体への貸切バス代補助を 166 校に対して行った。 

・新規展示コンテンツ（触れる地球のオリジナル映像、３Ｄふくしま、環境創造シアタ

ー番組「深海」）を導入することにより、来館促進を図った。 

・ウィズコロナに対応し、交流棟における情報について、オンラインで発信するウェブ

コンテンツ「おうち deコミュタン」を制作し、公開を開始した。［再掲］ 

福島プロジェクションマッピング ３Ｄふくしま 

おうちｄｅコミュタン クイックツアー 
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④ 学会、国際会議等の誘致【福島県】 

・コロナ禍において、県外等への移動が困難であること、学会等がオンラインで行われ

ていることから、誘致活動は休止をせざるを得なかった。 

⑤ 県民及び来館者に対する情報発信【福島県・JAEA・NIES】 

・社会情勢や県民ニーズを踏まえ、交流棟展示や案内スタッフの知識のアップデートを

行いながら、交流棟の運営を行った。［再掲］ 

・コミュタンサイエンスアカデミアやふくしまサイエンスコミュニケーター養成講座の

受講生が本県現状等について学んだ成果をホームページ等で発信した。 

・SDGs や福島イノベーション・コースト構想に関する講演会を開催した。 

・交流棟展示コンテンツを活用し、オーストラリアのパース日本人学校へのオンライン

授業を行った。 

・本県現状や環境創造センターの取組等についての情報発信を行うとともに、本県の未

来についての意識醸成を行う福島県環境創造シンポジウムを開催した。 

⑥ 関係機関とのネットワークの構築【福島県】 

・大学や研究機関、NPO、県庁関係各課等の取組状況や成果等を共有する機会を創出する

ための福島県環境創造シンポジウムを開催した。 

⑦ 他館との連携及びボランティア活用による館運営【福島県】 

・国立科学博物館との包括連携協定に基づき、国立科学博物館「シアター36○」番組

「深海」を交流棟「環境創造シアター」へ移殖し、公開上映を開始した。 

・イベント等においてボランティアスタッフの活動の場を提供するとともに、ボランテ

ィアスタッフの新規登録のための説明会を開催した。 

・産業技術総合研究所地質調査総合センター地質標本館の展示コンテンツを活用した特

別展「『地球の時間、ヒトの時間-アト秒から 46 億年まで 35桁の物語- 』in コミュタ

ン福島」を開催した。 

・県民等のニーズを把握するため、東日本大震災・原子力災害伝承館やリプルンふくし

まの運営スタッフと運営状況等についての情報共有を行った。［再掲］ 

５　評価と課題

 

ア 主な評価と課題 ＜１次評価：福島県環境創造センター＞ 

・県民等が求める各種モニタリングデータや研究情報等について、ウェブサイト等を活

用し、わかりやすく情報発信した。 

環境創造センター周遊イベントにおいて、研究成果や三機関の取組を研究員等との対

話・交流によりわかりやすく情報発信した。

・ウェブサイトでの発信の充実などウィズコロナに対応した情報発信手法を検討し、実

施した。 

・新規展示コンテンツの整備により SDGs や地球温暖化などの世界的な潮流を踏まえた学

習プログラムを提供した。 

・交流棟の展示内容や運営スタッフの案内については、常に情報のアップデートを意識

し、また、社会情勢変化や県民ニーズを踏まえた運営を行った。 

・交流棟の来館者数については、コロナ禍において、前年度比約 45％、44,260 人であ

り、大きく減少した。 

・調査研究の取組や成果について、より一層情報発信をしていくことが必要である。 
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らに検討する必要がある。 

・県内の情報発信施設と密に連携し、互いの運営力を向上させるための取組を進める必

要がある。 

イ 主な評価と課題 ＜２次評価：田崎由子氏（福島県消費者団体連絡協議会 事務局長）＞  

・コロナ禍で学校からの来館が難しいという課題解決のため、ウェブサイトの活用や動画

配信など利用促進が図られた。オンラインで学校授業を担当する、見学の代わりに動画

を活用していただくことを広報すべき。 

・インターネットでの発信はますます重要である、さらに地方紙や地元の広報誌などは多

くの人の見てもらえるし、地域での理解促進にも繋がる。また、写真付きで新聞掲載さ

れると多くの人に訴求できるので、これからも積極的に情報発信していくべき。 

・多言語化はできるだけ範囲を増やし、PRすべき。 

・コミュタン福島へのリピーターを確保するためには、リニューアルが必要ではないか。 

・県内外の人に来て頂くため、他施設や観光スポットなどとコミュタン福島を周遊するモ

デルコースを提示するとよいのではないか。マイカーだけでなく、鉄道・路線バス・宿

泊施設・旅行会社と協力することもよい。 

・「おうち deコミュタン」は良い取組なので、もっと周知すべき。 

・また、ウィズコロナの状況が長引くということも想定されるので、家庭のニーズを捉え

コミュタン福島での学びが得られるような動画などを増やしていくとよい。 

・よくある質問については、Ｑ＆Ａ形式でホームページ上に掲載しておくとよいのではな

いか。 

・同じイベントでも期間を空けて、数回行っても良いのではないか。 

75 

・コロナ禍においては、特に県外や海外からの来館者を増やすことが難しいことから、

今後の来館につながるようウィズコロナに対応した効果的な情報発信手法についてさ



Ⅴ 教育・研修・交流 

ウィズコロナに対応した教育・研修・交流手法を検討するとともに、感染症防止対策を

徹底し、以下の取組を行った。 

交流棟「コミュタン福島」において、展示や体験研修を通じて放射線に関する知識の普

及や原子力災害を経験した福島県の環境の今を発信した。 

また、小・中学生、高校生以上といった各年齢層を対象とした人材育成講座を実施し

た。 

さらに、野生生物共生センターや猪苗代水環境センターにおける学習会を開催し、県民

の皆さまに幅広く放射線や環境に関する意識を深めていただく機会を創出した。 

１ 放射線等に関する教育 

① 放射線等に関する学習活動への支援【福島県】 

・県内小学校における放射線教育の一環としての交流棟を活用した学習を支援するため、

ウィズコロナに対応した交通費補助の拡充や学校の要望に応じた学習プログラムの提供

を行い、県内小学校の４割強にあたる 191 校の小学校が交流棟を活用した。 

・交流棟展示コンテンツを活用し、オーストラリアのパース日本人学校へのオンライン授

業を行った。［再掲］ 

・県内の中学校（２校）からの要望を受け、コミュタン福島スタッフが放射線に関する出

張授業を行った。 

・新規展示コンテンツ（触れる地球のオリジナル映像、3Dふくしま、環境創造シアター番

組「深海」）を導入した。 

・県教育委員会と連携し、教育事務所主催の校長会議等において、学校団体による交流棟

活用促進に向けた PR活動を行った。［再掲］ 

② 各種来館者層に合わせた運営体制の構築【福島県】 

・来館者の知識習熟度や来館状況に合わせた学習プログラムを作成した。 

③ 「放射線に関するご質問に答える会」の継続【JAEA】 

・コロナ禍における開催について慎重に検討し、今年度の実施を見合わせた。 

展示室での様子
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２ 環境の回復・創造に関する研修 

① 環境の回復・創造に関する研修等の開催【福島県】 

・各年齢層を対象とした人材育成講座（コミュタンサイエンスアカデミア、ふくしまサ

イエンスコミュニケーター養成講座）を開設し、放射線や原子力災害を経験した福島

に関する知識や情報を習得し、それらについて対話を通じて他者へ効果的に伝えるこ

とができる人材を育成した。 

・科学への興味喚起及びプレゼンテーション能力の向上を目的とした小学生の理科自由

研究発表会を開催した。 

・本県の環境回復・地域再生・環境創造等について、県内高校生のメッセージにより県

内外へ広く発信するための人材育成講座「ふくしまナラティブ・スコラ」を開設し、

講座の集大成として、プレゼンテーション大会を開催した。（県内のみならず、県

外・全国メディアで紹介） 

・地域における環境保全意識を高めるため、環境アドバイザーを 18 団体 585 名に対して

派遣した。 

・化学物質の取扱いに関するリスクコミュニケーションについての理解を深めるため、

県内の化学物質取扱事業者等を対象にセミナーを開催した。 

・河川水環境保全への意識醸成を目的としたせせらぎスクールの指導者を養成する講座

を実施するとともに、せせらぎスクールを実施する団体へ必要な資材の提供を行っ

た。（https://www.fukushima-kankyosozo.jp/download.html） 

・SDGs や福島イノベーション・コースト構想についての講演会を開催した。［再掲］ 

コミュタンサイエンスアカデミア

（Basicコース） 
コミュタンサイエンスアカデミア 

（Advancedコース） 

ふくしまナラティブ・スコラ 
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② 附属施設を活用した教育・研修【福島県】 

・猪苗代・裏磐梯湖沼群の水環境保全や野生生物との関わりについての意識醸成を目的と

した環境学習会やクイズラリーを猪苗代水環境センター及び野生生物共生センターにお

いて実施した。 

③ 大学生、高専生への放射線教育を通した環境回復分野の人材育成事業の推進 【JAEA】 

・令和２年８月にかけて JAEA の人材育成制度による夏期休暇実習生として、京都大学等

３大学から７名の実習生を受け入れた。 

・夏期休暇実習では、森林での放射性セシウムの環境動態に関する樹木に関する調査、

河川等で採取した土壌・水試料の分析についての実習を実施した。 

せせらぎスクール

水環境センター環境学習会 野生生物共生センター環境学習会

夏期休暇実習生の現地調査

78



３ 県民・NPO・関係機関との交流 

① 交流の場及び機会の創出【福島県】 

・ふくしま環境活動支援ネットワークの構成団体などへメールマガジンを配信し、各構

成団体の取組について情報共有するとともに、構成団体間の交流を促した。 

・環境創造センター周遊イベントにおいて、研究員等と県民との交流を通じて、環境創造

センター取組内容等についての情報発信を行った。 

・福島県環境創造シンポジウムにおいてブース出展者間の交流の場を提供した。 

・東日本大震災・原子力災害伝承館やリプルンふくしまの運営スタッフと運営状況等につ

いての情報共有を行った。［再掲］ 

・交流棟の新たな活用策として、三春町主催のドライブインシアターに協力した。 

② 市民との交流イベント、ワークショップ等の開催【NIES】 

・新型コロナ感染症対策と地球温暖化対策の関係を一般の方へ解説する動画を YouTube 国

立環境研究所公式チャンネルにて配信した。 

・福島県でも発生が確認された豚熱について、一般の方へ解説する動画を YouTube 国立環

境研究所公式チャンネルにて配信した。 

YouTube 国立環境研究所公式チャンネル（コロナと温暖化はどっちが大事!?）

（https://www.youtube.com/user/nieschannel） 

YouTube 国立環境研究所公式チャンネル（豚熱ってなに?!）

（https://www.youtube.com/user/nieschannel） 
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ア 主な評価と課題 ＜１次評価：福島県環境創造センター＞ 

・小学校団体の来館割合については、コロナ禍において、全体の 42.4%であり、令和元年

度の 56.3%と比較し大きく減少した。 

［県内小学校来館実績］かっこ内は県内小学校数 

  平成 28年度 185校（484校）、平成 29年度 267校（478校）、平成 30年度 253 校

（466校）、平成 31年度 258校（458校）、令和２年度 191校（448校） 

・新規展示コンテンツを導入することにより、より幅広く学習プログラムを提供した。 

・各年齢層を対象とした講座において福島に関する情報等を効果的に発信できる人材等

を育成し、また、その受講生による情報発信を行った。 

・交流棟来館者の知識習熟度や来館状況に合わせた学習プログラムを提供した。 

・各種研修会や講演会、専門家派遣等を行い、県民の環境保全へ意識醸成を行った。 

[附属施設による環境学習会実績] 

・猪苗代水環境センター環境学習会 ６回実施 参加者数 129名 

・野生生物共生センター環境学習会 ４回実施 参加者数 64名 

・県内科学館や試験研究機関等により構成されている「ふくしまサイエンスぷらっとフ

ォーム（spff）」の活動については、コロナ禍において実施することができなかっ

た。 

・原子力災害から 10年が経過し、記録について状況が変化していることや SDGsなど世界

潮流の変化を踏まえた学習プログラムの提供と展示案内を進める必要がある。 

・育成した人材を対象とした活動の場の積極的な提供について検討する必要がある。 

・コロナ禍においても、来館者等に安全に利用していただくための感染防止対策に万全

を期す必要があるほか、ウィズコロナに対応した県民等との交流手法についても検討

する必要がある。 

イ 主な評価と課題 ＜２次評価：飯村新市氏（田村市教育委員会 教育長）＞  

・コミュタン福島については、展示も学習プログラムも進化しており評価できる。 

・また、人材育成等もしっかり取り組まれており評価できる。 

・今後はより「攻める姿勢」で取り組んでいってほしい。 

・放射線に関する基礎知識を身につけるためには、小学生の時だけでなく、中学生にな

ってからも来館してもらえるようにしなければならない。そのための呼び掛けや学習

プログラムの開発が必要。 

・中学校の来館を促進するためには、SDGs や触れる地球を活用した学習プログラムが必

要。 

・県内高校の来館実績を少しずつでも増やしていく必要もある。 

・コミュタン福島への来館実績が少ない地域に対しては、協力校をつくり、その学校を

中心として周辺校に広げていくなどの方法もあるのではないか。 

・新型コロナでの差別や誹謗中傷が問題となっている。原発事故で福島の人々が受けた

差別や誹謗中傷の事例をコミュタン福島で発信してはどうか。 

・訪問した学校数だけではなく、学校へのアンケート結果を指標とすることもできるの

ではないか。 

４ 評価と課題
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Ⅵ 総合的な事業評価 

環境創造センターでは、放射性物質により汚染された環境の回復及び県民が将来にわた

り安心して暮らせる環境の創造のため、中長期取組方針の基本的考え方を踏まえ、三機関

連携の下、「モニタリング」、「調査研究」、「情報収集・発信」、「教育・研修・交

流」の４つの事業を推進した。

 モニタリング事業における有害物質等モニタリングでは、新型コロナウィルスの影響に

より、事業の実施が予定に対してやや遅れ気味となったが、計画どおり実施することがで

きた。また、従来受講していた対面での分析研修を受講できないなどの課題もあった。放

射能モニタリングでは、概ね滞りなく、事業を実施することができた。

調査研究事業では、環境回復・環境創造に関する課題解決に向けて、４部門において調

査研究に取り組んだ。また、今年度は新型コロナウィルスの影響により、関係機関との意

見交換に苦慮したが、一方で新たに４部門合同によるセミナーを開催するなど、これまで

以上に成果の発信と行政機関等との意見交換を行うことができた。  

 情報収集・発信事業では、ウェブサイトへの動画掲載などにより研究成果発表会を実施

するとともに、感染防止対策を徹底した上で、三機関の研究員等と県民等の対話・交流に

よる情報発信を行うなど、ウィズコロナに対応した取組を行うことができた。

 教育・研修・交流事業では、ウィズコロナに対応に対応した「コミュタン福島」までの

交通費補助の拡充を行うなど小学校の来館促進に努めた。また、各年齢層の人材育成講座

を実施することにより福島に関する情報等を強い説得力を持って発信できる人材等を育成

するとともに、その取組をメディアで発信し、環境創造センターの認知度を高めることが

できた。

 新型コロナウィルスの影響により、各事業計画の変更等を余儀なくされたが、感染防止

対策の徹底や「新たな生活様式」に対応した展開により着実に事業を推進することができ

た。今後とも、ウィズコロナ時代に対応しながら課題解決に向けて各種取組を進めてい

く。

また、次年度はフェーズ２の最終年度となることから、フェーズ２全体を通した成果に

ついてとりまとめるとともに、広く県民等へ発信していく必要がある。 
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1 R2.4.24(金) ○
国立環境
研究所

ＮＩＥＳレターふくしま４月号
(2020年4月)発行

災害環境研究への取組を広く一般の方に
伝えるため、「NIESレターふくしま」を発行

2 R2.5.14(木)
環境創造セン
ター本館ほか

○ 三機関 第１回環境創造部門会議
環境創造センター成果報告会の口頭発表
等について、ほか

3 R2.6.9(火)
環境創造セン
ター本館

○ 三機関 第１回環境動態部門会議
環境創造センター成果報告会について、
ほか

4 R2.6.19(金) ○
国立環境
研究所

ＮＩＥＳレターふくしま６月号
(2019年6月)発行

災害環境研究への取組を広く一般の方に
伝えるため、「NIESレターふくしま」を発行

5 R2.6.22(月) ○
国立環境
研究所

動画GomiTube「コロナで
考える、環境問題と経済活
動」第1回「コロナと温暖化
はどっちが大事！？」

新型コロナ感染症対策と地球温暖化対策
の関係を一般の方へ解説する動画を
YouTube国立環境研究所公式チャンネル
にて配信

6 R2.6.29(月) ○
国立環境
研究所

動画GomiTube「コロナで
考える、環境問題と経済活
動」第2回「環境と経済は
どっちが大事！？」

新型コロナ感染症対策と地球温暖化対策
の関係を一般の方へ解説する動画を
YouTube国立環境研究所公式チャンネル
にて配信

7 R2.7.2(木)
環境創造セン
ター本館

○ 三機関
第１回除染・廃棄物部門会
議

令和２年度調査研究計画について、ほか

8 R2.7.3(金) ○
国立環境
研究所

動画GomiTube「コロナで
考える、環境問題と経済活
動」第3回「エコとエコノ
ミー、なんでも答えます！」

新型コロナ感染症対策と地球温暖化対策
の関係を一般の方へ解説する動画を
YouTube国立環境研究所公式チャンネル
にて配信

9 R2.7.13(月)
環境創造セン
ター本館

三機関
第１回放射線計測部門会
議

令和２年度研究計画について、ほか

県島福○01
令和２年度　放射線リスク
マネジメント学（２日目５限/
全３日）

東京大学における講義において、福島県
環境創造センターにおける最新の研究成
果等を動画で紹介した。

行発号11ータレスーュニ県島福○11
「福島県環境創造センターニュースレター」
を発行し、研究、調査、分析情報や各種イ
ベントの状況を配信

12 R2.7.17(金)
環境創造セン
ター本館

三機関 第２回環境動態部門会議
環境創造センター成果報告会について、
ほか

13 R2.7.19(日) 北塩原村 福島県
猪苗代水環境センター環
境学習会（第1回）

ジュンサイ摘みと水生生物の観察を通し
て、水環境を学ぶ

14
R2.7.23(木)
～10.31(土)

猪苗代水環境
センター
野生生物共生
センター

福島県
動物＆自然なぞときクイズ
ラリー

猪苗代水環境センター及び野生生物共生
センターに関するクイズラリーを実施

15 猪苗代町 福島県
猪苗代水環境センター環
境学習会（第２回）

猪苗代湖のヒシ刈り体験を通して、水質改
善効果について学ぶ

16 コミュタン福島 ○ 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第１回）

伝えることの楽しさ、難しさを体感するワー
クショップ
「発表」と「プレゼン」の違い

17 R2.8.1(土) 猪苗代町 福島県
猪苗代水環境センター環
境学習会（第３回）

土田堰の川下りを楽しみながら歴史と役割
を学ぶ

№

R2.7.15(水)

  １　環境創造センターの取組

年 月 日 開 催 場 所 等
Web
活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等 内  容

Ⅶ　令和２年度における環境創造センターの取組

R2.7.26(日)

※　Web活用：新型コロナウィルス感染症防止対策等のため、ウェブ会議システムやウェブサイトを活用し実施した取組（参加
　　 者、出演者等の一部または全部）
※　三機関とは、日本原子力研究開発機構(JAEA)、国立環境研究所(NIES)、福島県
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№ 年 月 日 開 催 場 所 等
Web
活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

18 R2.8.2(日) コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第1回）

小中学生向けサイエンスクラブ
（小学生向け：Basicコース、中学生向け：
Advancedコース）

19 R2.8.6(木) 福島市 ○ 三機関 第２回環境創造部門会議
環境創造センター成果報告会について、
ほか

20 R2.8.8(土) 郡山市 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第２回）

ふくしまの現状のおさらい。自分の「物語」
を考える
科学的（客観的）視点と主観的視点の使い
分けを意識する

21 北塩原村 福島県
野生生物共生センター環
境学習会（第1回）

ミツバチの生態やはちみつができる過程を
学んで持続可能な環境について考える

22 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第1
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

23 R2.8.13(木) コミュタン福島 ○
国立環境
研究所

「福島プロジェクションマッ
ピング　３Ｄふくしま」の常
設展示開始

３Dプリンターで出力した福島県の立体白
地図に、プロジェクターを使って人口分布
や放射線量分布の状況、地球温暖化がも
たらす農作物等への影響など、さまざまな
環境・社会・地理データを投影し、時間の
経過による変化や将来のシミュレーションを
「目で見て分かりやすい形」として解説する

24
R2.8.13（木）
～8.16（日）

コミュタン福島 ○ 福島県 コミュタンサイエンスラボ

コミュタン福島を活用し、環境問題だけでな
く、ふくしまの未来を創造する力を育むた
め、環境回復・創造について学ぶ機会を創
出するイベント

25 R2.8.16(日) 北塩原村 福島県
猪苗代水環境センター環
境学習会（第４回）

小野川不動滝とブナの森の秘密を謎解き
して、裏磐梯の水環境について考える

26 R2.8.17(月) ○
国立環境
研究所

ＮＩＥＳレターふくしま８月号
(2020年8月)発行

災害環境研究への取組を広く一般の方に
伝えるため、「NIESレターふくしま」を発行

27
R2.8.17（月）
～8.28（金）

環境創造セン
ター研究棟

日本原子
力研究開
発機構

夏期休暇実習生受入れ
森林での放射性物質の環境動態に関する
研究　京都大学（1名）、福島工業高等専門
学校（1名）

28 北塩原村 福島県
野生生物共生センター環
境学習会（第２回）

“特定外来生物”って何だろう？ウチダザリ
ガニを釣って・食べて・学ぼう

29 コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第２回）

小中学生向けサイエンスクラブ

30
R2.8.24（月）
～8.28（金）

環境創造セン
ター研究棟

日本原子
力研究開
発機構

夏期休暇実習生受入れ
河川水系での放射性物質の環境動態に関
する研究　筑波大学（2名）

31 R2.8.27(木)
環境創造セン
ター本館

○ 三機関
第２回除染・廃棄物部門会
議

中間貯蔵施設の見学について、ほか

32 郡山市 ○ 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第３回）

誰かの物語を聞き、意見交換
さまざまな視点での「９年間」を体感し、自
分に落とし込む

33 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第2
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

34
R2.9.1（火）
～9.11（金）

環境創造セン
ター研究棟

日本原子
力研究開
発機構

夏期休暇実習生受入れ
大気浮遊物中の放射性物質の測定技術に
関する研究　千葉大学（3名）

R2.8.9(日)

R2.8.23(日)

R2.8.30(日)

内  容
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№ 年 月 日 開 催 場 所 等
Web
活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

35 コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第３回）

小中学生向けサイエンスクラブ

36 南相馬市 福島県
せせらぎスクール指導者
養成講座　初級編1コース

水生生物に関する理解を深めるとともに生
活排水対策の指導等水生生物調査の結果
を踏まえた発展的指導のきっかけとし、水
環境保全の意識の高揚を図ることを目的と
して、水生生物を用いた水質調査の指導
者を養成する（全くの初心者対象コース）

37 R2.9.12(土) 国見町 福島県
ふくしまフェスタin道の駅
国見 あつかしの郷

チラシ・パンフによるコミュタン福島のＰＲや
環境創造センターの取組の説明や霧箱を
使った説明等を実施

38 猪苗代町 福島県
猪苗代水環境センター環
境学習会（第５回）

猪苗代湖周辺のに生息する水生生物の観
察

39 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第3
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

40 R2.9.14(月)
環境創造セン
ター本館

三機関
第２回放射線計測部門会
議

各種イベント対応について、ほか

41 R2.9.15(火) ○ 福島県 ニュースレター12号発行
「福島県環境創造センターニュースレター」
を発行し、研究、調査、分析情報や各種イ
ベントの状況を配信

42 R2.9.19(土) 喜多方市 福島県
せせらぎスクール指導者
養成講座　初級編２コース

水生生物に関する理解を深めるとともに生
活排水対策の指導等水生生物調査の結果
を踏まえた発展的指導のきっかけとし、水
環境保全の意識の高揚を図ることを目的と
して、水生生物を用いた水質調査の指導
者を養成する（初心者向け水生生物同定
実習コース）

43
R2.9.20(日)
～9.22(火)

郡山市 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第４回）

「声」「ことば」「呼吸と姿勢」の表現力を学
ぶ
PCスキルアップ講習会

44 R2.9.21(月) コミュタン福島 福島県
コミュタンフェスティバル in
Autumn

コミュタン福島を活用し、放射線に関する正
確な理解の促進や福島県の現状、環境問
題について学ぶ機会を創出するイベント

45 猪苗代町 福島県
猪苗代水環境センター環
境学習会（第６回）

猪苗代湖についての講座とヒシの実の工
作

46 コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第４回）

小中学生向けサイエンスクラブ

47 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第４
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

48 R2.9.27(日) 郡山市 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第５回）

プレゼンテーション練習会①
伝え方（How to Say）を考える

49 R2.10.1(木)
環境創造セン
ター本館

○ 三機関
第３回除染・廃棄物部門会
議

フェーズ１～２を通した中間レビューシート
について、ほか

50 郡山市 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第６回）

プレゼンテーション練習会②
プレゼンテーション資料の作り方、活かし方

51 田村市 福島県 コミュタンせせらぎスクール
河川環境に対する関心を深めるとともに、
水環境保全意識高揚を図ることを目的とし
て実施

R2.9.6(日)

R2.9.13(日)

R2.9.26(土)

R2.10.4(日)

内  容
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№ 年 月 日 開 催 場 所 等
Web
活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

52
環境創造セン
ター本館

三機関
第３回放射線計測部門会
議

フェーズ１～２の成果の中間とりまとめにつ
いて、ほか

○35
国立環境
研究所

ＮＩＥＳレターふくしま１０月
号(2020年10月)発行

災害環境研究への取組を広く一般の方に
伝えるため、「NIESレターふくしま」を発行

54 大玉村 福島県
野生生物共生センター環
境学習会（第３回）

秋の野鳥や自然の観察

55 コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第５回）

小中学生向けサイエンスクラブ

56 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第５
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

57 R2.10.17(土) 南相馬市 福島県 そうそうこども科学祭２０２０
チラシ・パンフによるコミュタン福島のPRや
環境創造センターの取組について説明、
ワークショップを実施

58 大玉村 福島県
野生生物共生センター環
境学習会（第４回）

「絶滅危惧種と有害獣」、「東日本大震災に
より生き物たちが受けた影響」について学
ぶ

59 コミュタン福島 福島県 コミュタンミライラボ

コミュタン福島を活用し、環境問題だけでな
く、ふくしまの未来を創造する力を育むた
め、環境回復・創造について学ぶ機会を創
出するイベント

60 R2.10.19(月) コミュタン福島 ○ 三機関
環境創造センター四部門
合同セミナー（各部門会
議）

令和元年台風第１９号に関する口頭発表・
意見交換、ポスター発表等

61 R2.10.28(水) 郡山市
国立環境
研究所

REIF ふくしま2020（第9回
ふくしま再生可能エネル
ギー産業フェア）

地域資源を活用し、環境に配慮した地域
創生をめざして研究を進めている、福島支
部地域環境創生室の自治体との連携研究
を動画、模型等の展示物によって紹介
主催：福島県・公益財団法人福島県産業
振興センター

62 R2.10.29(木) 郡山市
国立環境
研究所

REIF ふくしま2020（第9回
ふくしま再生可能エネル
ギー産業フェア）

地域資源を活用し、環境に配慮した地域
創生をめざして研究を進めている、福島支
部地域環境創生室の自治体との連携研究
を動画、模型等の展示物によって紹介
主催：福島県・公益財団法人福島県産業
振興センター

63 郡山市 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第７回）

プレゼンテーション練習会③
自分自身が伝えたい「念い」をプレゼン
テーションする

64 コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第６回）

小中学生向けサイエンスクラブ

65 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第６
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

66 R2.11.8(日)
いわき市、広野
町

福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第７回：小学生）

小学生向けサイエンスクラブ

67 R2.11.15(日) コミュタン福島 ○ 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第８回）

サイエンスアゴラ（オンライン見学）、ほか

68 R2.11.18(水) 郡山市
日本原子
力研究開
発機構

郡山第六中学校への出張
講座

郡山第六中学校における放射線教育の一
環として、センター職員による講座を実施

69 R2.11.22(日) コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第７回：中学生）

中学生向けサイエンスクラブ

R2.10.9(金)

R2.10.11(日)

R2.10.18(日)

R2.11.1(日)

内  容
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№ 年 月 日 開 催 場 所 等
Web
活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

70 R2.11.23(月)
環境創造セン
ター本館・研究
棟・コミュタン福島

三機関 ラボ５ｈｰ５Eの秘密
環境創造センター本館・研究棟・コミュタン
福島の施設を周遊しながらセンターの取
組、環境回復及び環境創造について学ぶ

71 R2.11.24(火)
環境創造セン
ター本館

三機関 第４回環境動態部門会議
令和２年度研究実績及び令和３年度研究
計画について、ほか

72 R2.11.25(水) 郡山市
国立環境
研究所、
福島県

郡山第六中学校への出張
講座

郡山第六中学校における放射線教育の一
環として、センター職員による講座を実施

73 R2.11.26(木) ○
国立環境
研究所

動画「豚コレラ改め豚熱っ
てなに！？」

福島県でも発生が確認された豚熱につい
て、一般の方へ解説する動画をYouTube
国立環境研究所公式チャンネルにて配信

74 R2.11.27(金) 双葉町
国立環境
研究所

福島再生・未来志向シン
ポジウム

福島県と協定を締結した「未来志向の環境
施策」の推進に向けて、県内の企業・団体
等にもその趣旨を広く周知し、未来志向の
環境施策の推進に関する情報発信を行っ
た。環境省と国立環境研究所が主催、福島
県が共催。

75 R2.11.28(土)
富岡町、双葉
町、大熊町

福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第７
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

76 郡山市 福島県
ふくしまナラティブ・スコラ
2020（第９回）

プレゼンテーション練習会④
自分自身が伝えたい「念い」をプレゼン
テーションする

77 コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第８回）

小中学生向けサイエンスクラブ

78 R2.12.3(木) ○ 三機関
令和２年度成果報告会
（web）

三機関が連携、協力して取り組んでいる最
新の調査結果や測定技術、環境中放射能
動態などの成果を発表

79 川俣町 福島県
川俣こども科学館イベント
へ出展

身近なものを利用したロケットを使ってロ
ケットが飛ぶひみつについて学ぶ

80 コミュタン福島 福島県
理科自由研究発表会 at
コミュタン福島

県内の小学生の理科自由研究の優秀作品
について、発表会を実施

81
R2.12.5(土)
～12.6(日)

コミュタン福島 福島県
理科自由研究発表会 at
コミュタン福島　作品展示
会

県内の小学生の理科自由研究の作品を展
示

82 R2.12.7(月)
環境創造セン
ター本館

○ 三機関
第５回除染・廃棄物部門会
議

令和２年度事業報告について、令和３年度
事業計画について、ほか

83 R2.12.9(水)
環境創造セン
ター本館

三機関
第５回放射線計測部門会
議

令和２年度事業報告及び令和３年度事業
計画の作成について、ほか

84 R2.12.11(金) ○
国立環境
研究所

ＮＩＥＳレターふくしま１２月
号(2020年12月)発行

災害環境研究への取組を広く一般の方に
伝えるため、「NIESレターふくしま」を発行

85 郡山市 ○ 福島県

ふくしまナラティブ・スコラ
2020（ふくしまの高校生が
伝える ナラティブ・プレゼ
ンテーション）

第１回～第９回まで学んだことを踏まえ、自
分の物語をプレゼンテーションする

86 コミュタン福島 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第８
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

87 R2.12.15(火) ○ 福島県 ニュースレター13号発行
「福島県環境創造センターニュースレター」
を発行し、研究、調査、分析情報や各種イ
ベントの状況を配信

88
R2.12.19(土)

～
  R3.1.17(日)

コミュタン福島 福島県
「地球の時間、ヒトの時間-
アト秒から46億年まで35桁
の物語-」in コミュタン福島

産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター地質標本館の所有するパネル等を活
用した企画展を開催

R2.11.29(日)

R2.12.5(土)

R2.12.13(日)

内  容
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№ 年 月 日 開 催 場 所 等
Web
活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

89 R2.12.20(日) コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第９回）

小中学生向けサイエンスクラブ

90 R2.12.21(月) 福島市 ○ 三機関 第４回環境創造部門会議
令和２年度の研究実績について、令和３年
度の研究計画について、ほか

91 R3.1.14(木) ○ 福島県
信州大学工学部環境委員
会第25回市民公開講座

原子力災害後の福島県に住む野生動物

92 R3.1.17(日) ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（第10回）

小中学生向けサイエンスクラブ

93 R3.1.21(木) ○ 三機関 第５回環境動態部門会議
森林生態系における放射性セシウム移行
について、ほか

94 R3.1.24(日) ○ 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第９
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

95 R3.1.26(火)
環境創造セン
ター本館

○ 三機関
第６回除染・廃棄物部門会
議

連絡調整会議について、ほか

関機三)水(72.1.3R69
環境創造センター連絡調
整会議（書面開催）

令和２年度環境創造センター事業報告、令
和３年度環境創造センター年次計画ほか

97 R3.1.31(日) ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（Basicコース第11回）

小学生向けサイエンスクラブ

98
R3.2.1（月）
～2.10（水）

環境創造セン
ター本館ほか

○ 福島県
IAEA協力プロジェクト2021
年2月会合

平成24年12月に締結したIAEAでの協力に
関する覚書に基づく会合

99 R3.2.7(日) ○ 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第10
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

100 R3.2.8(月) ○ 三機関 第５回環境創造部門会議
フェーズ３（令和４年～６年度）に向けた対
応方針について、ほか

101 R3.2.12(金) ○
国立環境
研究所

ＮＩＥＳレターふくしま２月号
(2021年2月)発行

災害環境研究への取組を広く一般の方に
伝えるため、「NIESレターふくしま」を発行

102 R3.2.19(金) ○ 福島県
令和２年度 野生動植物へ
の放射線影響調査研究報
告会

5年間に及ぶ帰還困難区域内及びその周
辺域に分布するイノシシの放射性セシウム
のモニタリング

103 R3.2.21(日) ○ 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第11
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

104 R3.2.24(水) ○ 福島県
化学リスクコミュニケーショ
ン推進セミナー（Web)

県内事業者、自治体職員等、兼関係機関
職員対象

105 R3.2.28(日) コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（Basicコース第12回、
Advancedコース第11回）

小中学生向けサイエンスクラブ

106
R3.3.4(木)
～3.31(水)

コミュタン福島 三機関
環境創造センター震災10
年展

放射線等に係るモニタリングや調査・研究
等を行うとともに、伝承施設でもあるコミュタ
ン福島を有する環境創造センターとして、
10年を振り返る展示会を開催

県島福○701
第４回福島県環境創造シ
ンポジウム(Web)

「これまでの10年、これからの10年」をテー
マとし、ディスカッション等を行うほか、関連
団体の出展により交流を図る。

108 コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミア（Basicコース第13回、
Advancedコース第12回）

小中学生向けサイエンスクラブ

109 R3.3.8(月) コミュタン福島 三機関
環境創造センター県民委
員会

令和２年度環境創造センター事業報告、令
和３年度環境創造センター年次計画ほか

R3.3.7(日)

内  容
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№ 年 月 日 開 催 場 所 等
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活用

実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

110 R3.3.14(日) ○ 福島県
ふくしまサイエンスコミュニ
ケーター養成講座（第1２
回）

高校生以上向け人材育成科学講座

111 R3.3.16(火) ○ 福島県 ニュースレター14号発行
「福島県環境創造センターニュースレター」
を発行し、研究、調査、分析情報や各種イ
ベントの状況を配信

112 R3.3.18(木) ○ 三機関
第７回除染・廃棄物部門会
議

フェーズ３調査研究計画について、ほか

113 R3.3.21(日) コミュタン福島 ○ 福島県 コミュタンフェスティバル
震災10年を振り返るとともに、環境問題や
ふくしまの未来を創造する力を育むための
イベント

内  容
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　２　学会発表

No. 発表者 発表タイトル 学会名

1 眞田幸尚
Summary of environmental radiation monitoring around
the Fukushima Daiichi Nuclear Power Station

OPTICS & PHOTONICS International
Congress 2020

2 佐久間一幸、他
A coupled watershed-biogeochemical model to simulate
dissolved and particulate 137Cs discharge from a
forested catchment affected by the Fukushima accident

European Geosciences Union General
Assembly 2020

3 Zheleznyak、他

Distributed modeling of radionuclide washing out from
the watersheds in solute and with suspended sediments;
Case studies Abukuma River, Fukushima Prefecture
and Pripyat-Dnieper river system, Ukraine

European Geosciences Union General
Assembly 2020

4 操上広志、他
Applications of Radiocesium Migration Models to
Fukushima Environmental Issues (1) Overview

Joint International Conference on
Supercomputing in Nuclear
Applications + Monte Carlo 2020
(SNA + MC 2020)

5 佐久間一幸、他

Applications of Radiocesium Migration Models to
Fukushima Environmental Issues (2) Simulation study of
relationship between suspended sediment and 137Cs
concentrations in river water under various rainfalls for
irrigation water intake around Fukushima Dai-ichi
Nuclear Power Plant

Joint International Conference on
Supercomputing in Nuclear
Applications + Monte Carlo 2020
(SNA + MC 2020)

6 山田進、他

Applications of Radiocesium Migration Models to
Fukushima Environmental Issues: Numerical analysis of
radiocesium transport in temperature-stratified
reservoirs by 3D-Sea-SPEC

Joint International Conference on
Supercomputing in Nuclear
Applications + Monte Carlo 2020
(SNA + MC 2020)

7 金敏植、他
福島第一原子力発電所事故後の木造家屋内外の空間
線量率分布の特徴について

日本保健物理学会

8
Katengeza W.
Estiner、他

Application of In-situ Measurement Techniques for
monitoring

JHPS第53回研究発表会

9 佐々木祥人、他
落葉広葉樹リターの分解度合いの違いにおける物性と
溶存態放射性セシウムの溶出挙動の変化

JpGU-AGU Joint Meeting2020:Virtual

10 新里忠史、他
福島県阿武隈山とのスギ林及びコナラ林における放射
性セシウム分布

JpGU-AGU Joint Meeting2020:Virtual

11 吉田浩子、他
福島における放射性物質分布調査,6; 旧・現避難指示
区域の木造住家での線量低減係数の経時変化

日本原子力学会秋の年会

12 金敏植、他
福島における放射性物質分布調査,7; 家屋周囲の空間
線量率の連続モニタリングによる遮蔽係数の検討

日本原子力学会秋の年会

13 佐藤哲朗、他
福島における放射性物質分布調査,8; 生活経路に沿っ
た空間線量率測定に基づく被ばく評価

日本原子力学会秋の年会

14 眞田幸尚
放射線影響分科会の活動と今後の展望　(2)環境モニタ
リングの現状と放射線工学部会の活動

日本原子力学会秋の年会

15 志風義明、他
福島における放射性物質分布調査　(4)無人ヘリ搭載ガ
ンマカメラの改良

日本原子力学会秋の年会

16 小荒井一真、他
動物の硬組織中90Sr測定のためのICP-MSの測定条件
最適化

17 小荒井一真、他
硬組織内部の90Srの分布測定のための少量試料中
90Srの測定

日本放射化学会第64回年会（2020）

18 御園生敏治、他
Dynamics of radioactive cesium in coastal area linked
with river discharge

International Conference on Aquatic
Science & Technology

19 中西貴裕、他
Impact of extreme typhoon events on fluvial discharge
of particulate radiocesium in Fukushima

International Conference on Aquatic
Science & Technology

20 鶴田忠彦、他
Vertical profiles of radioactive Cs distributions and
changes in seabed sediments near the river mouth in
the coastal area of Fukushima Prefecture

International Conference on Aquatic
Science & Technology

21 乙坂重嘉、他
福島沖合の陸棚底層における粒子態137Csの輸送と蓄
積：有機物粒子と底生生物の役割

日本海洋学会2020年秋季大会
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22 佐藤里奈、他 空間線量率測定に基づく被ばく評価

 第8回「原発事故被災地域における放
射線量マッピングシステムの技術開
発・運用とデータ解析に関する研究
会」

23 青木譲、他

Comparison of anion-sorption resins for solid-phase
extraction
toward ICP-MS analysis of Iodine-129 in environmental
samples

ICRP International Conference on
Recovery After Nuclear Accidents

24 中西貴宏
河川のセシウム濃度長期観測結果と令和元年度大型台
風の影響

第13回放射線計測フォーラム福島

25 藁科友朗、他
福島第一原発近隣の環境サンプルに由来する微生物
のメタ16S解析

第43回日本分子生物学会年会

26 Ji Young-Yong、他
The 1st Joint Environmental Radiation Survey around
the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant between
JAEA and KAERI

IRPA 15

27 眞田幸尚、他
Environmental Radiation Monitoring in Fukushima i)
Large-Scale Survey

IRPA 15

28 吉村和也、他
Environmental Radiation Monitoring in Fukushima ii)
Urban environment

IRPA 15

29 佐藤里奈、他
Environmental Radiation Monitoring in Fukushima  iii)
External dose evaluation based on monitored air dose
rate

IRPA 15

30 鳥居建男、他 環境汚染と広域放射線モニタリング 令和3年度電気学会全国大会

31 佐久間一幸、他
Estimation of particulate and dissolved 137Cs
discharge from rivers to the ocean near the Fukushima
Dai-ichi Nuclear Power Plant using a simple model

Fukushima Dai-ichi and the Ocean; 10
years of study and insight

32 田中琢朗、他
DGTを用いた福島県河川における137Cs置換活性成分
の評価

日本原子力学会2021年春の年会

33 小荒井一真、他
ICP-MSによる硬組織中90Srのための測定手法開発とウ
シ骨試料への適用

第22回環境放射能研究会

34 土肥輝美、他
コケバッグを用いた簡便な大気中放射性物質濃度・挙
動評価の試み

第22回環境放射能研究会

35 佐々木隆之
多面的な分光学的手法による多価金属イオンの収着状
態評価

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

36 赤田尚史、他
液体シンチレーションカウンターを用いたトリチウムの精
密計測に関する研究

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

37 田籠久也、他
Cs保持に関わる環境試料の前処理・分析手法の確立
―ToF-SIMSを用いたCs同位体比測定の検討―

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

38 尾崎紀昭、他 生物の鉱物形成作用と核種固定化に関する研究
放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

39 齋藤拓巳、他 Cs用DGTデバイスを用いた放射性Csの環境動態評価
放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

40 萩原大樹、他 放射性セシウムの移動媒体についての鉱物学的研究
放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

41
Katengeza W.
Estiner、他

Evaluation of accuracy of in-situ waterbed
radioactivity measurement technology.

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020年度オンライン
年次報告会

42 市川恒樹、他
EPMA を用いたコンクリートへの塩化物イオンの拡散浸
透深さ予測法

第74回セメント技術大会

43 山田一夫、他 C-S-H 表面でのイオン交換反応の記述方法 第74回セメント技術大会

44 笹木宏行、他
平成30年7月豪雨の災害廃棄物処理に係る現地視察・
研修会の方法と評価

第31回 廃棄物資源循環学会 研究発
表会

45 宗清生、他
水害(平成29年豪雨災害)の片付けごみ発生原単位、仮
置場占有面積及び配置計画の検討

第31回 廃棄物資源循環学会 研究発
表会
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46 倉持秀敏、他
バーク混焼木質バイオマス発電のためのバーク等灰分
の融解特性

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

47 山田正人、他 手選別作業の効率に関与する因子に関する研究（５）
第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

48 野田康一、他
灰溶融処理における添加剤と放射性セシウム揮発除去
率及び相分離の関係

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

49 倉持秀敏、他 木質バイオマス発電施設における安定セシウムの挙動
第9回環境放射能除染学会研究発表
会

50 野田康一、他
除染廃棄物等焼却主灰・飛灰に対する灰溶融時の放
射性Csの挙動の検討

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

51 有馬謙一、他 ばいじん等からのCs分離回収とその安定化技術の実証
第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

52 高橋勇介、他
除去土壌等保管容器の長期保管に伴う特性変化に関
する調査研究（第3報）

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

53 石森洋行、他
放射能汚染飛灰埋立地を模擬した大型土槽実験3年間
の結果

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

54 中村公亮、他
水害廃棄物と一般廃棄物の混焼が焼却主灰の発生量
および焼却残渣の放射性Cs濃度に与える影響

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

55 山田一夫、他
珪酸Ca水和物のアルカリイオン交換反応のMD計算に
よる評価の試み

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

56 山田一夫、他 コンクリートの炭酸化によるCsの特異吸着
第9回環境放射能除染学会研究発表
会

57 丸山一平、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布指定に関する基礎研究-コンクリートの特徴がCs・Sr
の浸透に及ぼす影響(実験的検証)-

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

58 市川恒樹、他
リン酸銅鉄ガラスを最終廃棄物とする放射性セシウム汚
染廃棄物の6万分の1減容化プロセス

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

59 大迫政浩、他
環境放射能除染学会「県外最終技術開発戦略の在り方
研究会」第二回成果報告～最終処分実現に向けた技
術合理性のあるシナリオと社会合意形成～

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

60 山田正人、他
福島県で発生した産業廃棄物の処理処分に伴う放射性
セシウムの移動量の推定

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

61 五十嵐豪、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （11）全体まとめ(総説,今後の展
望)

日本原子力学会秋の大会

62 富田さゆり、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （10）建屋地下コンクリートへの
Cs、Sr の浸透挙動のモデル化

日本原子力学会秋の大会

63 粟飯原はるか、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （9）セメント硬化体へのα核種の
浸透に関する検討

日本原子力学会秋の大会

64 丸山一平、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （8）コンクリート中の液水移動に関
する検討

日本原子力学会秋の大会

65 山田一夫、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （7）コンクリートの特徴が実濃度範
囲での Cs/Sr 浸透に及ぼす影響

日本原子力学会秋の大会

66 富田さゆり、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （6）コンクリートの特徴が Cs、Sr
浸透に及ぼす影響に関する実験的検討

日本原子力学会秋の大会

67 丸山一平、他
放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分
布推定に関する研究 （5）研究の全体計画

日本原子力学会秋の大会

68 市川恒樹、他
使用済みセシウム吸着フェロシアン化銅のジオポリマー
による最終廃棄体化

日本原子力学会秋の大会

69 MO Jialin、他
改質除去土壌からの環境質の浸出挙動（中型ライシ
メーター試験）

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

70 三浦拓也、他
分子構造の異なる第四級アンモニウム塩を使用した福
島県内土壌からのCs137抽出挙動

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

71 有馬謙一、他 焼却残渣を対象とした減容化プロセス5 CASEの比較
第9回環境放射能除染学会研究発表
会

72 有馬謙一、他
放射性物質に汚染された焼却残渣の減容化プロセスの
比較

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会
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73 由井和子、他
汚染廃棄物焼却残渣におけるストロンチウムの溶出成
分について

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

74 多島良、他
仮置場における片付けごみの分別に影響する要因の検
討：平成30年7月豪雨の事例より

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

75 益田明奈、他
業務フロー図による災害廃棄物処理能力の評価手法の
検討

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

76 多島良、他
災害廃棄物処理の観点から整理した平時の廃棄物関
連業務の実態

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

77 遠藤和人、他
ヒ素含有廃石膏ボードのハンドヘルドXRFを用いた判定
について

第31回廃棄物資源循環学会発表会

78 大山将、他
特定廃棄物セメント固型化処理における配合設計につ
いて

第31回廃棄物資源循環学会発表会

79 有馬謙一、他
福島第一原発事故由来の放射性物質に汚染された焼
却残渣の減容化プロセス5 CASEの比較

第26回流動化・粒子プロセッシングシ
ンポジウム

80 多島良、他
効果的・効率的な対応力向上に向けた災害廃棄物対
策の体系化

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

81 益田明奈、他
災害廃棄物処理業務フロー描述から導き出された経験
者の思考の特徴

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

82 森嶋順子、他
都市部に居住する市民の災害廃棄物に関する認知・理
解

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

83 益田明奈、他
 Implementation of method for systematic
understanding of disaster waste management flow

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

84 多島良、他
Development of a process to invoke community actions
to reduce canal waste: a case in Bangkok

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

85 相澤良太、他
自動動画撮影カメラによる個体数密度推定（REST モデ
ル）の有効撮影範囲形による影響

日本生態学会第68回全国大会

86 高木俊、他
自動撮影カメラ調査と痕跡調査によるシカ・イノシシの生
息情報の同時収集と密度推定

日本生態学会第68回全国大会

87 大場真、他
地域特性に応じた気候変動影響の定性予測-インパクト
チェーンとその適用

日本農業気象学会2021年全国大会

88 玉置雅紀、他 原発事故により福島の生き物はどうなったのか？ 2021年度森林立地シンポジウム

89 斎藤梨絵、他
原子力発電所事故後における福島県内及び隣接県に
生息するイノシシの個体群構造の究明

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

90 根本唯、他
福島県におけるツキノワグマの遺伝的集団構造と放射
性核種汚染の関係

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

91 古川純、他
コシアブラにおける放射性セシウムの吸収特性に関する
研究

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

92 松崎慎一郎
浅い富栄養湖における湖水と魚類の放射性セシウム濃
度の季節変動：底層溶存酸素濃度の影響

令和2年度野生動植物への放射線影
響調査研究報告会

93 小川結衣、他
鳥類音声種判別のためのオンライントレーニングツール
の開発と有効性評価

第132回日本森林学会大会学術講演
集

94 吉岡明良、他
避難指示とその解除が飛翔性昆虫群集に及ぼす影響
～福島第一原発事故から10年を迎え

日本生態学会第68回全国大会

95 越川昌美、他 Cs-137の可給性評価のための土壌抽出試薬の検討
日本地球化学会 第67回オンライン年
会

96 Ooba M.、他
Development of an interactive and visualization system
for determining climate risk

The Sixth International Conference on
Structure, Engineering & Environment
(SEE2020)

97 田中美沙希、他
福島原発事故立ち入り制限区域における野生アカネズ
ミのゲノム変化推定方法の開発

日本獣医学会 第163回日本獣医学会
学術集会

98 Endo D.、他
CONSTRUCTION OF A WEB APPLICATION FOR
CALCULATING INTERNAL EXPOSURE DOSES
FROM Cs-137, Cs-134 OR K-40 IN WILD ANIMALS

The twenty-sixth EGS users' meeting
in Japan, Proceedings of the twenty-
sixth EGS users' meeting in Japan
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99 Ishiniwa H.、他
Radiation effects on wild mice inhabiting in difficult-to-
return area; DNA lesion and prospect for evaluation of
genetic impact in next-generation

第63回日本放射線影響学会

100 Tsuji H.、他

Development of 137Cs ad/desorption-diffusion model
considering temperature and oxygen condition and
application to the 137Cs dissolution from bottom
sediment in a Fukushima dam reservoir

The Joint International Conference on
Supercomputing in Nuclear
Applications + Monte Carlo

101 玉置雅紀、他
福島原発事故により野生生物や生態系にどのような影
響があったのか？

第132回日本森林学会大会

102 高橋真哉、他
DNA相同組み換えレポーター遺伝子を持つシロイヌナ
ズナカルスを用いた野外での低線量放射線影響の検出

第62回日本植物生理学会年会

103 JO J.、他
福島県南相馬市の太田川河川生態系における無脊椎
動物類への放射性セシウムの移行

第22回環境放射能研究会

104 石井弓美子、他
水生昆虫において発見された高線量放射性セシウム粒
子

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

105 JO J.、他
飼育実験による昆虫類と淡水魚への放射性セシウム移
行評価.

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

106 舟木優斗、他
太田川水系における河川とダム湖のヤマメの137Cs濃
度の減少傾向.

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

107 保坂健太郎、他
地下生菌（トリュフ類）と小動物を介した森林内の放射性
セシウムの動態把握.

放射能環境動態・影響評価ネットワー
ク共同研究拠点 2020 年度オンライン
年次報告会

108 石井弓美子、他 DNAによるヤマメ食性解析手法の検討. 第68回日本生態学会（オンライン）

109 大迫政浩 循環型社会の形成と災害に強い地域づくり 茨城県議会防災環境産業委員会

110 大迫政浩 除染等の環境回復措置におけるリスクトレードオフ問題 日本リスク研究学会 第33回年次大会

111 Osako M
Contaminated soil and waste management technologies
and their future challenges towards the final disposal

ICRP International Conference on
Recovery After Nuclear Accidents

112 Sunday M.O.、他
Insight on Hydrogen peroxide concentration in selected
rivers across Japan, potential toxicity and underlying
factors

日本地球化学会 第67回オンライン年
会

113 辻岳史、他
中小規模市町村の気候変動対策に係る基盤と推進体
制：こおりやま広域連携中枢都市圏を事例として

2020年度環境情報科学研究発表大会
（オンライン開催）

114 金谷弦
東日本グリーン復興モニタリングプロジェクト 干潟のいき
ものたちの10年

アースウォッチ・スペシャルトーク

115 石森洋行、他
有機化合物の通過速度からみた遮水シートの細孔特性
の推定

第35回ジオシンセティックスシンポジウ
ム

116 横井理南、他
遮断型処分場に処分される耐火材からの六価クロムの
長期溶出特性とその抑制対策

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

117 山田正人、他 手選別作業の効率に関与する因子に関する研究（５）
第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

118 山田正人、他
行政データを用いた産業廃棄物物流の形成要因の分
析

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

119 立尾浩一、他
PRTR届出移動量データと廃棄物行政報告データの突
合について

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

120 山田正人、他
福島県で発生した産業廃棄物の処理処分に伴う放射性
セシウムの移動量の推定

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

121 森朋子
サステナビリティ・トランジションに求められる人材像とそ
の育成手法

未来の学びと持続可能な開発・発展研
究会オンライン研究会

122 森朋子 災害ごみを出す市民に期待されること

2020年度幸区提案型協働推進事業
気候変動の時代を生きのびる知恵～
災害から自分と家族を守る！第2回 防
災ドリル「災害ごみをどうする？」

123 杉澤建、他
セメント製造における廃プラスチックの利用によるCO2
排出量の削減

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会
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124 Kawai K.
Composting guideline for improving municipal solid
waste management in developing countries

The CCET guideline series on
intermediate municipal solid waste
treatment technologies: Webinar on
Composting

125 多島良 災害廃棄物対応力のマネジメント
令和2年度関東ブロック協議会市町村
意見交換会

126 多島良 災害廃棄物処理の基礎
青森県令和2年度第1回災害廃棄物処
理に係る研修会

127 多島良 地震災害における災害廃棄物処理の初動イメージ 東京都災害廃棄物対策図上演習

128 秦三和子、他
人口減少・高齢化社会における廃棄物処理事業の官民
連携に関する課題と解決策の例示

第31回廃棄物資源循環学会研究発表
会

129 Ebie Y.
Institutional Approach for Appropriate Decentralized
Domestic Wastewater Treatment Facilities

Seminar on Cooperation between
Indonesia and Japan in West Java

130 早崎真也、他
人口減少・高齢化にともなう都市ごみ組成の将来予測と
焼却処理への影響推定

京都大学環境衛生工学研究会第42回
シンポジウム

131 Ishigaki T.
MBT for improving municipal solid waste management
in developing countries

Webinar on Mechanical-Biological
Treatment (MBT) The CCET guideline
series on intermediate municipal solid
waste treatment technologies

132 Ishigaki T. Handling/managing hazardous waste
Series of Lectures on Disaster Waste
Management

133 小林秀行、他
新たな災害研究のあり方を探る: 新興感染症流行下に
おける若手研究者の活動を通して

日本災害復興学会2020年度遠隔大会
（オンライン開催）

134 Ooba M.、他
An evaluation of woody biomass production and
consumption by using of an integrated and dynamic
indicator of carbon sequestration

28th European Biomass Conference &
Exhibition (e-EUBCE2020)

135 大場真、他
福島県における木質バイオマス利活用動向:復興に向
けた課題

第16回バイオマス科学会議

136 Ooba M.、他
Development of an interactive and visualization system
for determining climate risk

The Sixth International Conference on
Structure, Engineering & Environment
(SEE2020)

137 多島良、他
効果的・効率的な対応力向上に向けた災害廃棄物対
策の体系化

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

138 益田明奈、他
災害廃棄物処理業務フロー描述から導き出された経験
者の思考の特徴

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

139 向由佳、他
ケースメソッドを取り入れた中小規模自治体向け災害廃
棄物研修の検討

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

140 森嶋順子、他
都市部に居住する市民の災害廃棄物に関する認知・理
解

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

141 戸川卓哉、他
パターン・ランゲージによる環境・まちづくり先進都市に
見られる共創的プロセスの記述

第62回土木計画学研究発表会・秋大
会

142 永山陽裕、他
清掃工場の排ガス及びCO2による炭酸化処理を施した
一般廃棄物焼却主灰の土木資材利用に向けた検討

第55回地盤工学研究発表会

143 諸冨鉄之助、他
拡散溶出試験による石灰・セメント改良土の溶出特性評
価

第55回地盤工学研究発表会

144 三浦俊彦、他 石灰及びセメント改良土からのアルカリ溶出量の調査 第55回地盤工学研究発表会

145 中村吉男、他
通水方法の違いによる上向流カラム通水試験の吸着・
溶出特性の影響について

第55回地盤工学研究発表会

146 井本由香利、他
土壌微粒子に対するメンブレンフィルターの粒子通過
性能比較

第55回日本水環境学会年会

147 崎山大星、他
液固比バッチ試験を用いた移流分散解析によるカラム
試験の再現性とその適用範囲の検討

令和2年度土木学会全国大会第75回
年次学術講演会

148 永山陽裕、他
清掃工場の排ガス及びCO2により炭酸化処理を施した
一般廃棄物焼却主灰の地盤材料特性と長期安定性

第14回地盤改良シンポジウム

149 山崎宏史、他 浄化槽の処理性能に及ぼす過去の水温履歴の影響 第57回環境工学研究フォーラム

150 塩原拓実、他
浄化槽処理水へのUV-LED適用による衛生指標生物
の不活化効果

第57回環境工学研究フォーラム
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151 高澤嘉一、他
大気中有害化学物質の探索的・迅速サンプリング手法
の検討

日本分析化学会第69年会

152 Nakayama S.F.、他
Development and application of online questionnaire for
the assessment of personal care product use

30th Annual Meeting of International
Society of Exposure Science

153 Yuan T.、他
Concentration of the neonicotinoids and their
metabolites in Taiwan tea leaves.

30th Annual Meeting of International
Society of Exposure Science

154 山田正人、他
新興国の住宅地・商業地開発における高度な廃棄物・
廃水処理システムの導入について

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

155 石垣智基、他 廃棄物層露出面からのガス放出挙動に関する考察
第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

156 石森洋行、他
セメント系またはマグネシウム系固化材を用いた特別管
理産業廃棄物の溶出低減効果について

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

157 大迫政浩 災害廃棄物対策の歩みと今後に向けた課題、展望
日本学術会議主催学術フォーラム・第
11回防災学術連携シンポジウム 東日
本大震災からの10年とこれから

158 大迫政浩 中間貯蔵施設における肝炎性除染廃棄物等の減容化
地球環境技術推進懇談会 循環・代謝
型社会システム研究会（2020年度第4
回）

159 大迫政浩
10年の技術的対応の総括と今後の課題～除去土壌、
廃棄物の処理を中心に～

環境放射能除染学会 第17回講演会

160 Mon E.E.、他
Determination of particulate matter (PM2.5 and PM10)
in three quarters of Meiktila City

49th Myanmar Health Research
Congress

161 飯野成憲、他 地域特性に応じた都市ごみ焼却主灰の有効利用計画
第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

162 大迫政浩 災害廃棄物処理の歩みと最新の状況
東京都環境局令和2年度都域の災害
対応力向上演習【情報交換会】

163 高澤嘉一、他
LC-MS/MSによる分析を通じた生活由来物質のリスク解
明に関する研究

第36回全国環境研究所交流シンポジ
ウム「現場から考える環境研究」

164 森朋子 災害廃棄物に対する市民の行動促進に向けた戦略
令和２年度災害廃棄物処理セミナー
（近畿ブロック）～災害対策の実態と廃
棄物対策に伴う啓発・支援～

165 大迫政浩
地域循環共生圏づくりに向けた廃棄物処理施設整備の
意義

多面的価値を創出する廃棄物処理施
設整備促進ガイダンス説明会

166 尾形有香、他
発泡ガラスと植物体の共存が難分解性有機物質の除去
と菌叢に及ぼす影響

第55回日本水環境学会年会

167 中山祥嗣
今そこにある危機：化学物質が未来の子どもたちにおよ
ぼす影響

第91回日本衛生学会学術総会（富山）
市民公開講座I 日用品に由来する化
学物質のばく露と体内動態

168 Ebie Y.
How to manage the secure decentralized domestic
wastewater treatment system?

The 16th WEPA Annual Meeting

169 金谷弦、他
宮城県蒲生干潟における東日本大震災後10年間の地
形・植生・底質環境の経年変化

日本生態学会第68回全国大会

170 Tajima R.、他
Development of a process to invoke community actions
to reduce canal waste: a case in Bangkok

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

171 鈴木薫
地域特性に応じたごみ集積所に係る問題の発生状況
～自治体アンケート調査より～

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

172 中村省吾、他 中山間地域における森林所有と環境意識の関係その2 第16回バイオマス科学会議

173 今泉圭隆、他
多媒体環境動態予測モデルG-CIEMS による全国の河
川水中ＬＡＳ濃度予測

第55回日本水環境学会年会

174 黒田啓介、他
多媒体環境動態モデルによる水環境中の環状シロキサ
ン（D4）の濃度予測

第55回日本水環境学会年会

175 梅田和貴、他
G-CIEMSを用いた白川における医薬品濃度の予測手
法の検討

第55回日本水環境学会年会

176 Li Y.、他
Historical trend and background of municipal solid
waste incineration in China

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

177 毛塚拳巧、他
環境中に放流される有機性排水を起源とするGHGs排
出量算定方法の開発

第55回日本水環境学会年会
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178 金谷弦
蒲生干潟における環境・植生・底生動物のうつりかわり-
震災後10年間の変化

東日本大震災からの再生～沿岸環境
の変化10年と今後の課題～

179 平山勉、他
あれから10年 わたしたちはフクシマを忘れない 富岡町
と浪江町の10年目

第7回シニア社会学会シンポジウム（オ
ンライン開催）

180 大場真、他
地域特性に応じた気候変動影響の定性予測-インパクト
チェーンとその適用

日本農業気象学会2021年全国大会

181 大場真 生態系モデルを用いたバイオマス資源評価 日本農業気象学会2021年全国大会

182 Masuda H.、他
Implementation of method for systematic understanding
of disaster waste management flow

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

183 Tajima R.、他
Preparing Temporary Storage Site (TSS) before a
disaster

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

184 多島良 ごみ出し支援の意義
高齢者のごみ出し支援制度導入に関
する説明会

185 繁泉恒河、他
清掃工場由来のCO2を用いた炭酸化処理による焼却
主灰の溶出特性への影響

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

186 肴倉宏史
全国市区町村における熱処理残渣の資源化状況とそ
の要因

第42回全国都市清掃研究・事例発表
会

187 白川眞平、他
上向流カラム通水試験の充填密度が汚染土壌の溶出
挙動に及ぼす影響

土木学会西部支部研究発表会

188 永山陽裕、他
炭酸化処理を施した一般廃棄物焼却主灰の長期環境
安全性評価

土木学会西部支部研究発表会

189 崎山大星、他
液固比バッチ試験を用いた移流分散解析によるカラム
試験の再現性～石炭灰中の六価クロムの溶出挙動に
ついて～

土木学会西部支部研究発表会

190 崎山大星、他
液固比バッチ試験で得られた分配係数によるカラム試
験の再現性の検討

土木学会西部支部研究発表会

191 Yabuki Y., 他
Survey on per-and polyfluoroalkyl substances in
leachates and treatment processes in waste landfill site

The 7th 3R International Scientific
Conference on Material Cycles and
Waste Management (3RINCs2021)

192 Tajima R.
Temporary Storage Sites for Disaster Waste
Management

Mentoring Session for Makati city
Disaster Waste Contingency Planning

193 深澤栞、他
日本版シュタットベルケの在り方に関する研究 －中山
間地域における住民意識調査から－

日本建築学会関東支部2020年度（第
91回）研究発表会

194 山﨑琢平、他
河川公園における空間線量率空間分布の経時変化と
洪水・除染等の影響

JpGU-AGU Joint Meeting2020:Virtual

195 山﨑琢平、他 仮置場遮へい土を用いたポット栽培試験 第69回農業農村工学会大会講演会

196 小磯将広、他 福島県の仮置場跡地における土壌硬度と透水性 第69回農業農村工学会大会講演会

197 小磯将広、他 仮置場跡地における土壌硬度調査結果について
第9回環境放射能除染学会研究発表
会

198 日下部一晃、他
公共施設における除染後の効果持続性の確認及び将
来の空間線量率の予測

第9回環境放射能除染学会研究発表
会

199 小磯将広、他
福島県内仮置場で使用される保管容器等の長期耐久
性評価に係る試験結果について

第47回環境保全・公害防止研究発表
会

200 山﨑琢平、他
令和元年台風第19号通過後の河川敷堆積物や空間線
量率の変化

第47回環境保全・公害防止研究発表
会

201 日下部、他
公共施設における除染後の効果持続性の確認及び将
来の空間線量率の予測

第47回環境保全・公害防止研究発表
会

202 山﨑琢平
仮置場の原状回復における土壌圧縮対策としての深耕
の効果

第70回農業農村工学会大会講演会

203 Taniguchi, K. 、他
Elevation change in a river park flooded by the typhoon
Hagibis in 2019

JpGU-AGU Joint Meeting2020:Virtual

204 新井田拓也、他 浜通り地域における出水時の河川水137Cs濃度の時間
変動

日本原子力学会2020年秋の大会

205 谷口圭輔、他
福島における放射性物質分布調査(16)懸濁態放射性
セシウムを用いたダムによる細粒粒子の捕捉能の評価

日本原子力学会2020年秋の大会
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206 Taniguchi, K. 、他
Trapping efficiency of fine sediments in reservoir lakes
by using suspended radiocesium using the dataset from
29 monitoring sites in Fukushima rivers

AGU fall meeting 2020（米国地球物理
学連合2020年大会）

207 新井田拓也、他 浜通り地域における出水時の137Cs濃度の時間変動
第7回福島大学環境放射能研究所成
果報告会

208 新井宏受、他
出水時に河川を流下するSSの安定炭素同位体分析か
ら推定する懸濁態放射性Csの起源

第68回日本生態学会大会

209 勝野和美、他
福島県東部の河川における放射性セシウム濃度の比較
とその要因

第55回日本水環境学会年会

210 那須康輝、他
福島県の河川を流れる懸濁物質の粒度分布と放射性
セシウム濃度の関係について

第55回日本水環境学会年会

211 藤田一輝、他
令和元年台風19号通過時の阿武隈川支流広瀬川にお
ける放射性セシウム移行量の推定

第55回日本水環境学会年会

212 竹内幸生、他
前田川における2019年台風19号以降の放射性セシウム
動態の変化について

第22回環境放射能研究会

213 竹内幸生、他
福島県浜通りの河川水中における溶存態と河床土の放
射性セシウム濃度の関係

日本原子力学会2021年春の大会

214 黒田佑次郎、他
福島県における食の安心感の推移と社会的つながりの
関係 〜原子力発電所事故前後10年間の縦断調査から

日本公衆衛生学会

215 日下部一晃、他
福島県政世論調査を用いた県民の省エネ行動に関す
る解析

環境情報科学研究発表大会
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1 長尾郁弥、他
Status of study of long-term assessment of transport
of radioactive contaminants in the environment of
Fukushima (FY2018) (Translated document)

JAEA-Research

2 萩原大樹、他
Radiocesium distribution in the sediments of the
Odaka River estuary, Fukushima, Japan

Journal of Environmental
Radioactivity

3 辻英樹、他
Dissolved 137Cs concentrations in east Japanese
river water during summer under baseflow condition

Data Publishing site of CRiED

4 吉村和也、他
Vertical and horizontal distributions of 137Cs on
paved surfaces affected by the Fukushima Dai-ichi
Nuclear Power Plant accident

Journal of Environmental
Radioactivity

5 眞田幸尚、他
平成30年度無人飛行機を用いた放射性プルーム測
定技術の確立（受託研究）

JAEA-Research

6
Katengeza W.
Estiner、他

The ecological half-life of radiocesium in surficial
bottom sediments of five ponds in Fukushima based
on in-situ measurements with Plastic Scintillation
Fibers

Environmental Science Processes
& Impacts

7 安藤真樹、他

Evaluation of decreasing trend in air dose rate and
ecological half-life within an 80 km range from
Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant, using car-
borne survey data measured by KURAMA systems
up to 2018

J.Nucl. Sci. Tech.

8 佐々木隆之、 他
Vertical distribution of 90Sr and 137Cs in soils near
the Fukushima Daiichi nuclear power station

Journal of Radioanalytical and
Nuclear Chemistry

9 舟木泰智、他

Reservoir sediments as a long-term source of
dissolved radiocaesium in water system; a mass
balance case study of an artificial reservoir in
Fukushima, Japan

Science of the Total Environment

10 舘幸男、他

Key factors controlling radiocesium sorption and
fixation in river sediments around the Fukushima
Daiichi Nuclear Power Plant, 1; Insights from
sediment properties and radiocesium distributions

Science of the Total Environment

11 舘幸男、他

Key factors controlling radiocesium sorption and
fixation in river sediments around the Fukushima
Daiichi Nuclear Power Plant, 2; Sorption and
fixation behaviors and their relationship to sediment
properties

Science of the Total Environment

12 阿部智久、他
総合モニタリング計画に基づく発電所から20km以遠
における福島県内の放射線モニタリングデータ集

JAEA-Data/Code

13 眞田幸尚、他
Distribution map of natural gamma-ray dose rates
for studies of the additional exposure dose after the
Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Station accident

Journal of Environmental
Radioactivity

14 Ji Young-Yong、他
Performance of in situ gamma-ray spectrometry in
the assessment of radioactive cesium deposition
around the Fukushima Daiichi nuclear power plant

Radiat. Phys. Chem.

15 柳澤華代、 他

Online water infusion effect for sea fish analysis in
automatic solid-phase extraction-inductively
coupled plasma mass spectrometric quantification of
90Sr

Analytical Sciences

16 高田兵衛、他
Suspended particle-water interactions increase
dissolved 137Cs activities in the nearshore seawater
during typhoons Hagibis

Environmental Science and
Technology

17 佐久間一幸、他
Leaching characteristics of 137Cs for forest floor
affected by the Fukushima nuclear accident: A
litterbag experiment

Chemosphere

No.
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18 堀田拓摩、他
Sr吸着繊維の吸着性能の改善と簡易的な90Sr分析
の実現に向けた検討

分析化学

19 眞田幸尚 βγ弁別型ファイバ検出器を用いた水モニタ Isotope News

20 加藤哲、他 Development of side thruster system for ASV

Proceedings of the 30th (2020)
International Ocean and Polar
Engineering Conference (ISOPE
2020)

21 小荒井一真、他
生体内硬組織試料中90SrのICP-MS測定に向けたSr
レジンの適用性

第21回環境放射能研究会
Proceedings

22 武地誠一、他
森林河川の懸濁物質・ダム湖の底質における生物利
用性放射性セシウム量評価

陸水学会誌

23 山田進、他

Applications of radiocesium migration models to
Fukushima environmental issues: Numerical analysis
of radiocesium transport in temperature-stratified
reservoirs by 3D-Sea-SPEC

Proceedings of Joint International
Conference on Supercomputing in
Nuclear Applications + Monte
Carlo 2020 (SNA + MC 2020)

24 恩田祐一、他
Radionuclides from the Fukushima Daiichi Nuclear
Power Plant in terrestrial systems

Nature Reviews Earth &
Environment

25 乙坂重嘉、他
Behavior of radiocesium in sediments in Fukushima
coastal waters: verification of desorption potential
through pore water

Environmental Science and
Technology

26 Malins Alex、他
Simulation analysis of the peak-to-Compton method
for quantifying radiocesium deposition quantities

Proceedings of Joint International
Conference on Supercomputing in
Nuclear Applications + Monte
Carlo 2020 (SNA + MC 2020)

27 御園生敏治、他
平成31 年度福島県近沿岸海域等における放射性
物質等の状況調査（受託研究）

JAEA research

28 小荒井一真、他
骨などの高マトリックス試料中90SrのICP-MS測定に
向けた固相抽出法の検討

KEK Proceedings 2020-4

29 眞田幸尚、他
平成31 年度東京電力株式会社福島第一原子力発
電所事故に伴う放射性物質の分布データの集約（受
託研究）

JAEA-Technology

30 佐々木美雪、他
New method for visualizing the dose rate
distribution around the Fukushima Daiichi Nuclear
Power Plant using artificial neural networks

Scientific Reports

31
Katengeza W.
Estiner、他

The Effect and Effectiveness of Decontaminating a
Pond in a Residential Area of Fukushima

Health Physics

32 谷口圭輔、他
Dataset on the 6-year radiocesium transport in
rivers near Fuukshima Daiichi nuclear power plant

Scientific Data

33 Malins Alex、他
Calculations for ambient dose equivalent rates in
nine forests　in eastern Japan from 134Cs and
137Cs radioactivity measurements

Journal of Environmental
Radioactivity

34 藤井竣、他
Invention of automatic movement and dynamic
positioning control method of unmanned vessel for
mud mining

The Twenty-Sixth International
Symposium on Artificial Life and
Robotics 2021

35 鳥居建男、他
Distribution of Dose-Rates and Deposition of
Radioactive Cesium by the Airborne Monitoring
Surveys

日本原子力学会和文誌

36 五十嵐康記、他 Science of the Total Environment

37 萩原健太、他
Fixed Point Observations of Radioactive Cesium in
Tama river

Radioisotopes

38 鳥居建男、他
放射性物質の拡散から10 年－新たに開発された技
術と廃炉に向け、これからの10 年で必要な放射線計
測

放射線

Impacts of freeze-thaw processes and subsequent
runoff on 137Cs washoff from bare land in
Fukushima
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39 阿部智久、他
Temporal change in atmospheric radiocesium during
the first seven years after the Fukushima Dai-ich
Nuclear Power Plant accident

Aerosol and Air Quality Researc

40 廣内淳、他
Indoor and outdoor radionuclide distribution in
houses after the Fukushima Dai-ichi nuclear power
plant accident

Journal of Environmental
Radioactivity

41 大迫政浩、他 災害廃棄物対策のイノベーション 季刊 環境技術会誌

42 山田一夫、他
福島第一原子力発電所事故由来の汚染廃棄物の処
理・処分にかかわるコンクリート技術の適用

コンクリート工学

43 俵積田新也、他
3年間の暴露試験に基づくアルカリ溶脱とASR膨張の
関係性の検討

コンクリート工学年次論文集

44 Yamada K.、他
Impact of concrete characteristics of the Cs transfer
in concrete

コンクリート工学年次論文集

45 森朋子、他
災害廃棄物に対する市民の共助促進を目的とした
ワークショップの実践と効果の検証

環境教育

46 山田一夫、他 巻頭言 正義と科学 環境放射能除染学会誌

47 Ichikawa T.、他
Ion chromatographic decontamination of 137Cs-
enriched fly ash using poly(vinyl alcohol)-bound
copper ferrocyanide as Cs adsorbent

J. Society for Remediation of
Radioactive Contamination in the
Environment

48 山田一夫、他
県外最終処分に向けた技術シナリオの検討 環境放
射能除染学会での研究会活動

日本原子力学会誌アトモス

49 Noda K.、他
Behavior of radioactive cesium during direct melting
treatment of decontamination waste with and
without Cl-containing additives

Process Safety and Environmental
Protection

50 多島良、他
片付けごみを仮置場以外で排出する要因の検討：平
成30年7月豪雨の倉敷市の事例より

廃棄物資源循環学会論文誌

51 吉岡明良 被災地の飛翔性昆虫は今 グリーン・パワー

52 Takagi M.、他

Reassessment of early 131I inhalation doses by the
Fukushima nuclear accident based on atmospheric
137Cs and 131I/137Cs observation data and multi-
ensemble of atmospheric transport and deposition
models

Journal of Environmental
Radioactivity

53 斎藤梨絵、他

メタバーコーディングに基づくイノシシの食性解析：
植物性食物の推定における再現性と動物性食物の
推定における効果的な解析対象種DNAの抑制方法
の検討.

日本生態学会誌

54 Yoshioka A.、他
Acoustic monitoring data of anuran species inside
and outside the evacuation zone of the Fukushima
Daiichi power plant accident

Ecological Research

55 Yoshioka A.、他
Development of a camera trap for perching
dragonflies: a new tool for freshwater environmental
assessment

PeerJ

56 Sato Y.、他

A model intercomparison of atmospheric 137Cs
concentrations from the Fukushima Daiichi Nuclear
Power Plant accident, phase III: Simulation with an
identical source term and meteorological field at 1-
km resolution.

Atmospheric Environment: X

57 Matsuzaki S.、他

Seasonal dynamics of the activities of dissolved
137Cs and the 137Cs of fish in a shallow,
hypereutrophic lake: links to bottom-water oxygen
concentrations.

Science of the Total Environment

58 Fukasawa K.、他
Is harvest size a valid indirect measure of abundance
for evaluating the population size of game animals
using harvest-based estimation?

Wildlife Biology
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59 Kakiuchi K.、他
Temporal changes in the parasite fauna of the large
Japanese field mouse Apodemus speciosus in the
radioactive contaminated zone of Fukushima

 Japanese Journal of Zoo and
Wildlife Medicine,

60 伊東憲正、他
福島の避難指示が解除された地域とその周辺にお
ける興味深いハムシ科，ゾウムシ科，ミズアブ科およ
びムシヒキアブ科の記録について

InsecTOHOKU

61 石井弓美子
福島原発事故後の淡水魚における放射性セシウム
汚染の現状.

日本食料新聞社 2020-2021食品
トレンド

62 竹田稔真、他
2019年台風19号を対象とした須賀川市の 田んぼダ
ム事業による浸水軽減効果の解析

土木学会論文集G（環境）

63 Imamura N.、他
Estimation of the rate of 137Cs root uptake into
stemwood of Japanese cedar using an isotopic
approach

Science of the Total Environment

64 辻英樹、他
環境水の保管温度・期間が溶存態137Cs濃度の変
動に及ぼす影響

Radioisotopes

65 川越清樹、他
森林資源の活用を考慮した斜面に対するEco-DDR
マップの開発

土木学会論文集G（環境）

武地誠一、他
森林河川の懸濁物質・ダム湖の底質における生物利
用性放射性セシウム量の評価

陸水学雑誌

66 石井弓美子
水環境における放射性セシウム濃度のばらつき　―
魚・水生昆虫・付着藻類―

環境と測定技術

67 Tsuji H.、他
Dynamics of 137Cs in Water and Phyto- and
Zooplankton in a Reservoir Affected by the
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant Accident

Global Environmental Research

68 Hashimoto S.、他

Impact of the 2019 typhoons on sediment source
contributions and radiocesium concentrations in
rivers draining the Fukushima radioactive plume,
Japan

Scientific data

69 Hashimoto S.、他 FOREST ECOSYSTEMS

In: International Atomic Energy
Agency著, Environmental
Transfer of Radionuclides in
Japan following the Accident at
the Fukushima Daiichi Nuclear
Power Plant, International Atomic
Energy Agency

70 Horiguchi T.、他
Consecutive sexual maturation observed in a rock
shell population in the vicinity of the Fukushima
Daiichi Nuclear Power Plant, Japan

Scientific Reports

71 和田敏裕、他
原発事故後の福島県浜通り河川で採集されたエゾウ
グイ.

 福島大学地域創造

72 Anderson D.、他
Radiocesium concentration ratios and radiation dose
to wild rodents in Fukushima Prefecture

Journal of Environmental
Radioactivity

73 Hayashi S.、他
Role and Effect of a Dam on Migration of
Radioactive Cesium in a River Catchment after the
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant Accident

Global Environmental Research

74 Ogata Y.,他

Low fraction of methane in landfill gas emissions in
an industrial waste landfill containing incineration
ash and gypsum board waste under anaerobic
conditions

Waste Management & Research

75 Witthayaphirom C.、他
Long-term removals of organic micro-pollutants in
reactive media of horizontal subsurface flow
constructed wetland treating landfill leachate

Bioresource Technology

76 大迫政浩 気候変動適応策と廃棄物問題 土木学会誌

77 Takagi M.、他
Source Identification Analysis of Lead in the Blood
of Japanese Children by Stable Isotope Analysis

International Journal of
Environmental Research and
Public Health

Ogata Y.、他

Witthayaphirom 
C.、他

Low fraction of methane in landfill gas emissions in an
industrial waste landfill containing incinerationash and
gypsum board waste under anaerobicconditions、他
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78 河井紘輔
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う廃棄物
処理に関する国内外の動向

都市清掃

79 Yamakita T、 他
Traits database of tidal flat macrobenthos along the
Northwest Pacific coast of Japan

Ecological Research

80 Otake T.、他
 Development of Artificial Urine Certified Reference
Material for Quantification of Neonicotinoid
Insecticides

Journal of AOAC
INTERNATIONAL

81 辻岳史、他
中小規模市町村の気候変動対策に係る基盤と推進
体制：こおりやま広域連携中枢都市圏を事例として

環境情報科学学術研究論文集

82 今泉圭隆
石油・石油化学業界で重宝される情報ツール（12）
Webkis-Plus

PETROTECH

83 山崎宏史、他 浄化槽の処理性能に及ぼす過去の水温履歴の影響 土木学会論文集G（環境）

84 塩原拓実、他
浄化槽処理水へのUV-LED適用による衛生指標生
物の不活化効果

土木学会論文集G（環境）

85 石森洋行、他
有機化合物の通過速度からみた遮水シートの細孔
特性の推定

ジオシンセティックス論文集

86 山田一夫、他
活動の背景と目的. 放射性廃棄物処分に関連した研
究動向. あとがき

有害廃棄物・放射性廃棄物処分
へのセメント・コンクリート技術の適
用研究委員会著, 有害廃棄物・放
射性廃棄物処分へのセメント・コ
ンクリート技術の適用研究委員会
報告書, 日本コンクリート工学会

87 山田一夫
建設産業全体のカーボンニュートラル化による新しい
価値創造

イノベーション戦略委員会著, 未
来を守る・変える・創るコンクリート
イノベーション技術, 日本コンク
リート工学会

88 戸川卓哉、他
中山間地域における集落構造を考慮した分散型エ
ネルギーシステムの設計-バイオマス・太陽光を中心
とした地域循環共生圏の構築に向けて-

土木学会論文集G（環境）

89 金谷弦、他
同所的に生息するウミニナBatillaria multiformis とホ
ソウミニナB. attramentariaの個体群構造と潮位分布
における経年変化-陸奥湾芦崎干潟での事例

日本ベントス学会誌

90 Ishigaki T.、他
Ishigaki T.,Liu C.著, Mechanical-Biological
Treatment, United Nations Environment Programme

Ishigaki T.,Liu C.著, Mechanical-
Biological Treatment, United
Nations Environment Programme

91 Duque-Redondo E.、他
Cs retention and diffusion in C-S-H at different
Ca/Si ratio

Cement and Concrete Research

92 中島大介、他
事故・災害時における化学物質漏洩を想定した環境
モニタリング手法の開発と地方環境研究所への実装
を目指して

全国環境研会誌

93 大迫政浩
一般社団法人廃棄物資源循環学会 災害廃棄物対
策の歩みと学会としての貢献

東日本大震災からの十年とこれか
ら

94 Luo T.、他
Dioxins in breast milk of Chinese mothers: A survey
40 years after the e-waste recycling activities

Science of the Total Environment

95 Yasuno N.、他
Benthic microalgae are more 13C-depleted than
phytoplankton in temperate flooded rice fields

Paddy and Water Environment

96 河井紘輔
アフターコロナ社会における資源循環・廃棄物処理
のあり方

生活と環境

97 河井紘輔 一般廃棄物のリサイクル率に関する課題と展望 情報の科学と技術

98 飯野成憲、他
エアテーブル選別における都市ごみ焼却主灰中の
金属の選別特性

廃棄物資源循環学会論文誌

99 Iino S.、他

Characterization of metal concentration, heavy
metal elution,and desalination behavior of municipal
solid waste incineration bottom and grate sifting
deposition ash based on particle size

Journal of Material Cycles and
Waste Management

Yamakita T.、他
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100 川上隆、他
水セメント比がASR膨張およびアルカリシリカゲルの
蓄積に及ぼす影響

第8回九州橋梁・構造工学研究会
シンポジウム論文集

101 Tsuji T、他
The Disaster/Reconstruction Process: a Case Study
of Onagawa Town

Urano M.監修, Comprehensive
Research on Local Contexts of
Disaster Recovery: Grants-in-
Aid for Science Research:
Scientific Research (A) 19H00613
2019 Annual Report, Institute for
Sustainable Community and Risk
Management

102 Kawai K.、他
CCET guideline series on intermediate municipal
solid waste treatment technologies: Composting,
United Nations Environment Programme

CCET guideline series on
intermediate municipal solid
waste treatment technologies:
Composting, United Nations
Environment Programme

103 遠藤和人、他
最終処分場からのPFASs，PCNs の長期的な排出予
測に向けて

廃棄物資源循環学会誌

104 Ishimori H.、他
Long-term Leaching and Volatilization Behavior of
Stabilized and Solidified Mercury Metal Waste

Journal of Material Cycles and
Waste Management

105 矢吹芳教、他
廃棄物処分場浸出水中のPCNs, PFASs, HCBDおよ
びHBCD濃度の実態把握に向けた国内外における
研究動向

廃棄物資源循環学会誌

106 Witthayaphirom C.、他
Organic micro-pollutant removals from landfill
leachate in horizontal subsurface flow constructed
wetland operated in the tropical climate

Journal of Water Process
Engineering

107 蛯江美孝 温室効果ガス排出量の計算と2050年実質ゼロ目標 月刊浄化槽

108 山崎宏史、他
浄化槽処理水の放流後から排出される温室効果ガ
ス

月刊浄化槽

109 多島良、他
片付けごみを仮置場以外で排出する要因の検討：平
成30年7月豪雨の倉敷市の事例より

廃棄物資源循環学会論文誌

110 Wang Z.、他
We need a global science-policy body on chemicals
and waste Major gaps in current efforts limit policy
responses

Science

111 五味馨、他
地域循環共生圏による持続可能な発展の研究と基
礎的な分析枠組みの提案

土木学会論文集G（環境）

112 Honjo K.、他
Long-term projections of economic growth in the 47
prefectures of Japan: An application of Japan shared
socioeconomic pathways

Heliyon

113 Hirano Y.、他
An Estimation of Air-Conditioning Energy-Saving
Effects Through Urban Thermal Mitigation

Napoleon Enteria,  Matteos
Santamouris, Ursula Eickereds.,
Urban Heat Island (UHI)
Mitigation, Springer

114 Someya M.、他
Effects of membrane filter material and pore size on
turbidity and hazardous element concentrations in
soil batch leaching tests

Chemosphere

115 繁泉恒河、他
清掃工場の排ガス回収CO2を用いて促進炭酸化処
理を施した焼却主灰の溶出および力学特性

廃棄物資源循環学会論文誌

116 久保田洋、他
一般廃棄物焼却主灰の土木資材化に向けた散水・
炭酸化処理による力学・溶出特性への影響と鉄剤お
よび副資材の活用検討

地盤工学ジャーナル

117 肴倉宏史 一般廃棄物熱処理残渣の資源化
日本エネルギー学会機関誌えね
るみくす

Tsuji T.、他
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118 Fujikawa T、他
Effect of Aging on Material Characteristics and
Leaching Properties of Incineration Bottom Ash
from Municipal Solid Waste

Waste and Biomass Valorization

119 金谷弦 チャニー湖に生息する魚たちの食う-食われる

鹿野秀一・平野直人・千葉 聡編,
大陸と日本をつなぐ自然史― 地
質・生態系の総合研究最前線 ―,
古今書院

120 Endo K.
Ideal quality control for waste gypsum board
recycling and social implementation

Impact

121 中山祥嗣
世界のHuman Biomonitoringと日本の課題:実践と政
策応用

学術の動向

122 Sakanakura H.、他
Determining Adsorption Parameters of Potentially
Contaminant-Releasing Materials Using Batch Tests
with Differing Liquid-Solid Ratios

Materials

123 Kawabata Y.、他
Mechanisms of internal swelling reactions: Recent
advances and future research needs

Bridge Maintenance, Safety,
Management, Life-Cycle
Sustainability and Innovations

124 大迫政浩 資源かゴミか!?捕獲個体の適正処理の体系化
WILDLIFE FORUM 野生生物井
戸端会議

125 Hirano Y.、他
Smart Community Recovering from the Tsunami-
Disaster: Case Study of the Community Energy
Supply Project in Shinchi Town, Fukushima

Global Environmental Research

126 Otsuka A.、他
Longitudinal Evaluation of Energy-saving Effects
and Their Implication Using Electricity Monitoring
Data in Shinchi Town, Fukushima

Global Environmental Research

127 平野勇二郎 都市緑地の気候緩和効果 環境情報科学

128 井上広海
福島県における電解濃縮装置を使用したトリチウム
分析のための基礎的検討

Proceedings of the 21st
Workshop on Environmental
Radioactivity

129 山﨑琢平、他

Control of radiocesium recontamination by plant
removal along a decontaminated riverside in
Fukushima, Japan（福島の除染後の河岸における植
生除去による放射性セシウムの再汚染の制御）

Journal of Environmental
Management

130 R. Saito、他
Relationship between radiocaesium in muscle and
physicochemical fractions of radiocaesium in the
stomach of wild boar

Scientific Reports

131 Y. Nemoto、他

Effects of 137Cs contamination after the TEPCO
Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Station accident
on food and habitat of wild boar in Fukushima
Prefecture

Journal of Environmental
Radioactivity

132 Kuroda Y、他
Relationship between psychological factors and
social support after lifting of evacuation order in
Fukushima Prefecture, Japan

Behav Sci (Basel)

133 Kuroda Y、他

Antenatal and postnatal association of maternal
bonding and mental health in Fukushima after the
great east Japan earthquake of 2011: The Japan
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